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写真のクレジット：Suvani Singh(3)
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原稿を400字程度にまとめて、郵便か電子メールでお送りください。氏名とご職業の明記をお願いします。なお原稿は返却いたしません。掲載の場合は
一部編集させていただくことがあります。実名掲載が不可の際、一筆お書き添えください。送り先は裏表紙、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン ニュースレター
編集係。 メールアドレスはvoice@savechildren.or.jpです。いただきました個人情報は責任を持って厳重に管理させていただきます。

「みんなの声」
募集

◉
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国

　

国
内
の
武
力
紛
争
を
経
て
2
0
0
8
年
に

王
政
が
廃
止
。
国
家
再
建
の
途
上
に
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
は
約
１
３
０
０
万
人
。
総
人
口
の

半
数
弱
を
占
め
ま
す
。平
均
年
齢
は
21
歳
。小

学
校
へ
の
純
就
学
率
は
76
％
。出
生
１
０
０
０

人
あ
た
り
51
人
が
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ず

に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
出
典
：The State 

of W
orld’s Children 2010

ほ
か
）

◉
ネ
パ
ー
ル
で
の

　
セ
ー
ブ・
ザ・チ
ル
ド
レ
ン
の
活
動

　

S
C
J
の
ネ
パ
ー
ル
で
の
支
援
活
動
は
、

1
9
9
2
年
、最
も
貧
し
い
地
域
の
一つ
、東
部

ダ
ヌ
シ
ャ
郡
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
や

女
性
の
た
め
の
識
字
教
育
、栄
養
改
善
、出
生

登
録
事
業
な
ど
を
展
開
し
た
後
、2
0
0
4
年

に
支
援
を「
教
育
」分
野
に
一
本
化
。「
全
て
の

子
ど
も
を
学
校
へ
」を
合
言
葉
に
小
学
校
教
育

の
ア
ク
セ
ス
や
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
か
ら
は
西
部
平
野
に
お
い
て
武
力

紛
争
の
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
記
、野
宗
様
の
※
に
つ
い
て

S
C
J
は
現
在
、行
政
の
子
ど
も
施
策
や
事

業
に
、子
ど
も
の
意
見
を
反
映
す
る
子
ど
も

参
加
の
仕
組
み
作
り
を
、埼
玉
県
和
光
市
と

協
働
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

インド

中国

ネパール

ラプティ県ダン郡

首都カトマンズ

ベリ県スルケット郡

～

【 支 援 地 】ネパール西部 ダン郡・スルケット郡　　【支援の対象者】のべ6,900人（子ども、大人を含む）　　【活動金額】約200万円
【支援の途中成果】２００８年比較で、支援地域で学校に通う子どもの割合が84％から98．3％へ、進級率も74％から83％まで上がりました。
【主な支援活動】研修の実施：子どもクラブのメンバー311人を対象に課外クラスを実施。識字教員6人を育成。80人の学校関係者に対し学校運営に関するワーク

ショップの実施。52人の教員に対し子ども中心・子どもに優しい教授法研修を実施。13人の教員に先住民族の母語による授業研修の実施など。
教材の配布：21種類の書籍を含む図書コーナーを20校に設置。遊具を25校に配布。タルー語の教材を10校に配布。
校舎建設・修築：分校簡易校舎１校建設。カーペット・クッション・黒板を4校に配布。
※日本NGO連携無償資金協力（外務省）の助成を受けています。
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　昨年、支援地の視察でネパールの子どもたち数人と出会いました。彼ら・彼女たちも今回ご紹介した「子どもクラブ」のメンバーでした。ネパール
の「子どもクラブ」は、とにかくすごい。子どもたちは、本当に大切なことを大切だと周りに伝えることのできる純粋さと、素朴さと、強さを持っていま
す。それはきっと、国内の混乱を経験して、平和や教育の大切さを、身をもって実感しているからだと思います。出会い以来、私はネパールの「子ども
クラブ」の大ファンです。（岡田茜）

【この冊子について】

印刷協力：日興製版印刷株式会社
発行：社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン　〒101-0047 東京都千代田区内神田2-8-4 山田ビル4F
ご支援に関するお問い合わせ：03-6859-0068（平日 9：30-18：00）

最近の出来事＆お伝えしたいこと

「SCJ LIVE 2010～駐在員帰国報告会」を開催しました
8月5日、世界銀行東京事務所（東京都千代田区）にて、「SCJ LIVE 2010～駐在員帰国報告会」を開催しました。アフガニ

スタンにおける活動概要の説明に加え、SCJが日本人を派遣する全６ヶ国の駐在員を交えた座談会を行い、日ごろからSCJの
活動をご支援いただいている方 を々中心に、定員を大きく上回る51名ものご参加をいただきました。
※本報告会の会場は、世界銀行東京事務所より無償でご提供いただきました。

ap bankとのコラボレーションで、日本の子どもの貧困問題について発信
“Speaking Out Against Poverty（SOAP）”の一環として、日本の子どもの貧困問題をより多くの方 に々伝えるために、ap 
bank fes’10にてキャンドルメッセージを実施。当日は約350名の子どもや大人がキャンドルカップに“夢”や“日本の子どもたち
への思い”を書き込みながら参加し、最後に“DREAM”の文字を描きました。今後も啓発イベントを実施しますので、ぜひご参
加ください！ → http://www.savechildren.or.jp/ers/soap

アフガニスタンで1億4千万円規模の教育復興支援事業を開始しました
ジャパン・プラットフォーム（ＪＰＦ）より、約1億4千万円の助成を受け、アフガニスタンバーミヤン州で、学習環境の改善に向
けた教育復興支援事業を８月10日より開始しました。学校校舎の増設といったハード面はもちろん、教員研修や就学前教育、
保健教育といったソフト面を含む包括的な事業を実施し、紛争と貧困の影響下にある子どもたちが、教育を通して未来への希
望を持ち続けることができるよう、活動を進めていきます。

株式会社日新堂より、「ファンレーザー」の腕時計が発売されます
東京・銀座の老舗として時計販売を手がける株式会社日新堂には、ＳＣのオリジナル・キャラクター「ファンレーザー」をデザ

インに配した時計の企画・販売を通してご支援をいただいています。今年9月より、これまでの目覚まし時計に続き、腕時計が新
発売となります。お子さまとペアで、あるいはご贈答品に、ぜひご利用下さい。
店舗一覧はこちら： http://www.nsdo.co.jp/shop

株式会社ノーウェアより、ハイチ地震の緊急支援にご寄付をいただきました
A BATHING APE®を運営する株式会社ノーウェアより、1月に発生したハイチ大地震の緊急支援に対し、チャリティＴシャ

ツ『HAITI』1,063枚を販売した収益の全額3,895,191円をご寄付いただきました。ハイチの復興および子どもたちの支援活
動に活用させていただきます。 → http://www.bape.com/

鎌倉、神戸のチャリティショップから、ご支援をいただいています
2010年7月より、関東ではトローヴス（鎌倉）、関西ではオレンジスリフティ（神戸）と、2軒のチャリティショップからご支援を

いただくこととなりました。使用可能な洋服や食器等を各チャリティショップにご提供いただき、リサイクル販売されることで、
その収益がSCJに寄付される仕組みです。
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